
 2022年度 シラバス 日本工学院専門学校

対象 ３年次 開講期 前期 区分 選択 種別 講義 時間数 60 単位 4

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

2021年度　日本工学院専門学校

建築学科

建築生産特論

赤石　辰夫 施工管理／一級建築施工管理技士

担当教員紹介

建設会社で現場監督として勤務し、２階建ての信用金庫支店から１４階建ての高層住宅まで様々な施工管理を担当。また超高層RＣ造
の技術開発にも参加し、日本建築センターの技術評定でも施工を担当した経験を持つ。

授業概要

この授業では教科書を利用した講義と国家試験同等の問題を中心に演習、解説を行うことで2級建築士同等レベルの実践的知識の習得
を行う。同時に模擬試験を実施、試験合格を目指す

到達目標

この科目では、2級建築士試験と同等レベルの過去問題について70%以上の正解率をあげられることを最初の目標とし、それと同等の知
識習得を目指し、学科試験に合格することを到達目標としている。

授業方法

・基本操作を学ぶ回では、教員が解説を行い、学生は解説と同じように作業を行う
・解説と作業を繰り返し行い、スキルを身に着ける
・応用回では、今まで身に着けたスキルを用いて、各自モデリングを行う
・動画等を用いて、最新技術の紹介を行う

成績評価方法

試験・課題    50%        試験と課題を総合的に評価する
小テスト      10%        授業内容の理解度を確認するために実施する
レポート      10%        授業内容の理解度を確認するために実施する
成果発表（口頭・実技）
　　　　　　  20%        授業時間内に行われる発表方法、内容について評価する
平常点        10%        積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

履修上の注意

授業で使用するデータは各自USBメモリやクラウドなどによって適切に管理すること。説明中や授業と関係のない私語、受講態度など
には厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。課題提出はデータにより行い、コピーなどによる不正な提出データはカンニ
ング扱いとし採点されない。授業時数の４分の３以上出席しない者は単位取得することができない。

教科書教材

2020年度受験2級建築士講座テキスト　学科Ⅳ建築施工

授業計画

腕試し試験   施工に関する理解度を把握する

契約・施工計画・管理計画   建築工事の請負契約や工事の計画・管理について学ぶ       

模擬試験１   模擬試験を行い到達度を把握する

各種計画・仮設工事   工程計画や安全計画や仮設計画について学ぶ

模擬試験２   模擬試験を行い到達度を把握するとともに評価の一部とする
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第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

2021年度　日本工学院専門学校

建築学科

建築生産特論

設備工事・施工機械   空調設備工事、給排水設備工事、電気設備工事や各種建設機械について学ぶ

直前試験   国家試験と同等の試験により最終確認を行う

本試験の解説   本試験における難問題・新規問題を解説する

鉄筋コンクリート工事   鉄筋工事、型枠工事、コンクリート工事について学ぶ

鉄骨工事・ＣＢ工事   鉄骨制作や建方工事、コンクリートブロックのメーソンリー工事について学ぶ

防水工事、屋根工事   防水・シーリング工事や、屋根葺き工事について学ぶ  

左官工事、タイル・石工事   左官工事、タイル貼り付け工事、石取り付け工事について学ぶ

左官工事、タイル・石工事   左官工事、タイル貼り付け工事、石取り付け工事について学ぶ 

仕上げ工事   建具工事、ガラス工事、塗装工事について学ぶ

内装工事・改修工事   下地工事、内装仕上げ工事、各種改修工事について学ぶ


